
第１　審査の概要

　１　審査の対象

令和５年度標茶町病院事業会計決算

　２　審査の期日

令和６年６月２１日

　３　審査の書類

（１）決算報告書

（２）財務諸表

ア　損益計算書

イ　剰余金計算書

ウ　剰余金処分計算書

エ　貸借対照表

（３）附属書類

ア　事業報告書

イ　キャッシュ･フロー計算書

ウ　収益費用明細書

エ　固定資産明細書

オ　企業債明細書

　４　審査の方法

第２　審査の結果

　１　予算執行状況

　本年度の予算執行状況は次表のとおりです。

　審査に付された決算報告書、財務諸表等は、関係法令に準拠して作成されており、決算の
諸計算はいずれも正確であるとともに、令和６年３月31日現在における財政状況及び経営成
績を適正に表示されているものと認められます。
　財務事務については、総体として適正に執行されたものと認めます。
　審査結果の概要は以下のとおりです。

令和５年度標茶町病院事業会計決算審査意見

　審査にあたっては、送付を受けた決算報告書、財務諸表及び事業報告書等の附属書類につ
いて、関係諸帳簿の照合とともに、関係法令に準拠して作成され、当事業の経営成績並びに
財政状況を適正に表示されているか否か、予算執行の適否等についても内容説明を求め審査
を実施しました。
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（１）収益的収入及び支出について

収益的収支の状況

Ｒ５年度 Ｒ４年度

(90.3) (97.9)
89.4 96.7

(78.2) (90.8)
78.2 90.6

(97.9) (107.6)
97.9 107.6

(93.5) (94.8)
93.5 94.8

(108.2) (105.9)
98.3 96.2

(79.9) (80.8)
79.9 80.8

(10.0) (20.0)
10.0 20.0

(43.1) (58.2)
43.1 58.2

(100.0) (96.6)
100.0 96.6
(38.3) (37.6)
34.8 34.2

(97.9) (105.7)
97.9 105.7

(79.3) (75.7)
77.1 72.8

(1,411.1) (124.7)
1,411.1 124.7
(85.4) (89.9)
84.9 89.3

(84.9) (88.9)
82.7 86.7

(84.8) (89.4)
84.7 89.3

(76.3) (83.1)
70.2 76.1

(87.1) (91.9)
79.3 83.7

(94.4) (96.6)
94.4 96.6

(91.5) (57.0)
91.5 57.0

(40.4) (31.2)
36.7 28.3

(88.1) (94.7)
262.1 226.3

(100.0) (100.0)
99.9 100.0

(40.0) (40.0)
37.0 37.0

(82.0) (99.5)
82.0 99.5
(0.0) (0.0)
－ －
(0.0) (0.0)
0.0 0.0

(100.0) (0.0)
100.0 0.0
(84.9) (89.0)
84.9 88.8

＜注＞上段(　　）内の数値並びに割合は消費税込の金額

　本年度の予算執行状況は、収入においては予算額1,346,907,000円に対し、決算額は
1,150,564,990円、執行率85.4％で、予算額に対し差引196,342,010円の減となっています。
　支出については予算額1,346,907,000円に対し、決算額は1,143,270,764円で、執行率は
84.9％です。
　不用額203,636,236円の内訳は、医業費用では給与費、材料費、経費等で201,155,966円、
医業外費用が1,979,970円、予備費が500,000円、特別損失300円となっています。

(差引額） (7,294,226)

当年度純利益 509,017

支出合計 1,346,907,000 (1,143,270,764) (203,636,236)
1,143,274,620 203,632,380

予備費 500,000 (0) (500,000)
0 500,000

支
出

その他特別損失

医業費用 1,329,078,000 (1,127,922,034) (201,155,966)
1,098,950,982 230,127,018

677,000 (676,700)
676,700

(300)
300

　雑損失 0 (0) (0)
29,031,944 △ 29,031,944

　消費税及び地方消費税 5,000,000 (4,101,700) (898,300)
4,101,700 898,300

　患者外給食材料費 1,800,000 (720,000) (1,080,000)
666,667 1,133,333

　支払利息及び企業債取扱諸費 9,852,000 (9,850,330) (1,670)
9,846,627 5,373

医業外費用 16,652,000 (14,672,030) (1,979,970)
43,646,938 △ 26,994,938

　研究研修費 5,330,000 (2,152,785) (3,177,215)
1,957,441 3,372,559

　資産減耗費 1,378,000 (1,260,900) (117,100)
1,260,900 117,100

　減価償却費 77,182,000 (72,822,766) (4,359,234)
72,822,766 4,359,234

　経費 268,564,000 (233,824,948) (34,739,052)
212,900,415 55,663,585

(130,395,646)
725,844,984 130,879,016

　材料費 119,900,000 (91,532,281) (28,367,719)
84,164,476 35,735,524

　給与費 856,724,000 (726,328,354)

収入合計 1,346,907,000 (1,150,564,990) （△ 196,342,010)
1,143,783,637 △ 203,123,363

　国道補助金 720,000 (10,160,000) (9,440,000)
10,160,000 9,440,000

収
入

医業収益 712,975,000 (644,078,459) （△ 68,896,541)
637,482,865 △ 75,492,135

　その他医業外収益 5,029,000 (3,986,703) （△ 1,042,297)
3,877,478 △ 1,151,522

　長期前受金戻入 7,759,000 (7,597,858) （△ 161,142)
7,597,858 △ 161,142

　患者外給食収益 2,200,000 (841,870) （△ 1,358,130)
765,336 △ 1,434,664

　他会計負担金 381,995,000 (381,995,000) (0)
381,995,000 0

　他会計補助金 236,228,000 (101,905,000) （△ 134,323,000)
101,905,000 △ 134,323,000

　受取利息配当金 1,000 (100) （△ 900)
100 △ 900

(208,417,669)

医業外収益 633,932,000 (506,486,531) （△ 127,445,469)
506,300,772 △ 127,631,228

　その他医業収益 66,897,000 (72,369,108) (5,472,108)
65,790,099 △ 1,106,901

(単位：円・％）

区分 予算額 決算額
執行率 予算額に比べ決算

額の増減・不用額

　他会計負担金 190,819,000 (178,424,000) （△ 12,395,000)
178,424,000 △ 12,395,000

（△ 58,030,331)
208,417,669 △ 58,030,331

　外来収益 188,811,000 (184,867,682) （△ 3,943,318)
184,851,097 △ 3,959,903

　入院収益 266,448,000
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（２）資本的収入及び支出について

資本的収支の状況

Ｒ５年度 Ｒ４年度

(100.0) (97.2)

100.0 97.2

(0.0) 85.4

0.0 85.4

（ - ） （ - ）

- -

(100.0) (94.7)

100.0 94.7

(96.9) (76.3)

88.1 69.4

(100.0) (100.0)

100.0 100.0

(98.7) (88.5)

95.1 85.2

（３）その他の予算事項について

ア
イ

ウ 　他会計からの繰入金

　２　経営状況

（１）経営成績

　損益計算書に示されているとおり（記述並びに図表の数値は消費税抜きの金額で表示して
います。）、本年度の総収益は1,143,783,637円、総費用1,143,274,620円で純利益509,017円
を計上しています。
　収益、費用を前年度の比較すると、総収益は64,401,572円の減、総費用は58,780,948円の
減であり、純利益は前年度より5,620,624円の減となっています。
　医業収支でみると収益637,482,865円に対し、費用は1,098,950,982円で差引461,468,117円
の医業収益不足となります。
　なお、経営成績及び主な利益指標の推移は次のとおりです。

＜注＞上段(　　）内の数値並びに割合は消費税込の金額

　地方公営企業法施行令第17条第１項に規定する予算に係る主な事項の執行状況は次のとお

りです。
　起債の利率及び償還の方法は、予算に定められた範囲で執行されています。

　議会の議決を経なければ流用することのできない経費は、給与費856,724,000円、
交際費1,500,000円ですが、いずれも予算の範囲内で執行されています。

　一般会計から補助、負担をうける予算金額809,042,000円に対し、決算額は662,
324,000円で、いずれも予算の範囲内で執行されています。

差引額
（△ 83,851,341)

△ 77,066,132

(294)

109,439,706 294

資本的支出合計 186,760,000
(184,341,341) (2,418,659)

177,556,132 9,203,868

支
出

建設改良費 77,320,000
(74,901,635) (2,418,365)

68,116,426 9,203,574

企業債償還金 109,440,000
(109,439,706)

資本的収入合計 100,490,000
(100,490,000) 0

100,490,000 0

0

0 0

補助金 0
(0) 0

0 0

収
入

出資金 100,490,000
(100,490,000) 0

100,490,000 0

企業債 0
(0)

(単位：円・％）

区分 予算額 決算額
執行率 予算に比べ決算額

の増減及び不用額

　収入においては、予算額100,490,000円に対し、決算額は100,490,000円で、執行率は100.0
％です。
　支出については、予算額186,760,000円に対し、決算額は184,341,341円で、執行率は98.7
％です。支出額に対する収入額が83,851,341円不足していますが、この不足額は、減債積立
金処分額で6,129,641円、過年度分損益勘定留保資金77,721,700円で補てんされています。支
出の内容は、建設改良費74,901,635円、企業債償還金が109,439,706円となっています。
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経営成績の推移

（２）業務量（患者数）の状況

ア 診療日数

イ 入院患者数

延べ数 １日平均 延べ数 １日平均 延べ数 １日平均 延べ数 延べ数 延べ数

7,358 20.1 8,230 22.5 △ 872 △ 2.4 8,224 9,481 10,290

157 0.4 248 0.7 △ 91 △ 0.3 410 397 179

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0 0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0 0

7,515 20.5 8,478 23.2 △ 963 △ 2.7 8,634 9,878 10,469

ウ 病床の利用状況

60 60 0 60 60 60

21,960 21,900 60 21,900 21,900 21,960

7,515 8,478 △ 963 8,634 9,878 10,469

34.2 38.7 △ 4.5 39.4 45.1 47.7

令和
元年度

病床数（床）

年間延病床数（床）

年間患者数（人）

病床利用率（％）

区分
令和５年
度（Ａ）

令和４年
度（Ｂ）

差引
Ａ－Ｂ

令和
３年度

令和
２年度

内科

外科

産婦人科

小児科

合計

＊病床は全て一般病床

(単位：人）

区分

令和５年度
（Ａ）

令和４年度
（Ｂ）

差引
（Ａ）－（Ｂ）

令和
３年度

令和
２年度

令和
元年度

入院 366 365 1

外来 243 243 0

（数値は消費税抜き）

　患者数は、入院患者が年間延べ7,515人で１日平均20.5人、前年度と比較すると963人減少
し、外来患者数は年間24,312人で１日平均100.0人、前年度と比較すると1,063人の減少と
なっています。病床利用状況は、利用率34.2％で前年度と比較すると4.5ポイント減少してい
ます。患者一人当りの診療収入は、入院患者が27,734円で前年度と比較すると675円の減少、
外来患者は7,603円で前年度の比較すると186円の減少です。

(単位：日）

区分 令和５年度（Ａ） 令和４年度（Ｂ） 差引（Ａ）－（Ｂ）

医業収支比率 58.0 60.3 63.7 62.9 67.0

経常収支比率 100.0 100.5 100.3 100.5 100.3

当年度利益剰余金 509,017 6,129,641 3,871,297 5,745,863 3,208,710

当年度未処理欠損金 - - - - -

前年度繰越欠損金 - - - - -

当年度純利益 509,017 6,129,641 3,871,297 5,745,863 3,208,710

うち医業費用 1,098,950,982 1,155,000,351 1,088,845,578 1,097,564,694 1,059,525,482

総費用 1,143,274,620 1,202,055,568 1,135,092,405 1,156,544,734 1,110,898,489

(単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度

うち医業収益 637,482,865 696,848,378 694,024,029 690,626,967 709,483,221

令和元年度

総収益 1,143,783,637 1,208,185,209 1,138,963,702 1,162,290,597 1,114,107,199
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エ 外来患者数

延べ数 １日平均 延べ数 １日平均 延べ数 １日平均 延べ数 延べ数 延べ数

17,280 71.0 18,449 75.9 △ 1,169 △ 4.9 18,738 18,683 20,263

5,945 24.5 5,968 24.6 △ 23 △ 0.1 6,291 5,889 6,661

190 0.8 208 0.8 △ 18 0.0 186 195 433

897 3.7 750 3.1 147 0.6 645 552 972

24,312 100.0 25,375 104.4 △ 1,063 △ 4.4 25,860 25,319 28,329

オ 患者一人１日当り診療収入

28,081 28,254 26,556

7,274 7,222 6,992

（３）収益

収益の内訳 （単位：円・％・消費税抜き）

構成比 構成比 前年比
55.6 57.7 91.5
18.2 19.9 86.5
16.1 16.4 93.5
15.6 14.5 101.8
5.7 6.9 79.3
44.4 42.3 99.0
0.1 0.1 50.0
8.9 12.6 66.6
33.4 27.8 113.8
0.1 0.1 101.7
0.7 0.6 98.4
0.3 0.2 151.9
0.9 0.9 87.1

100.0 100.0 94.7

（４）費用

　総費用は、1,143,274,620円で前年度1,202,055,568円に比較すると58,780,948円の減と
なっています。
　内容は、医業費用が1,098,950,982円で前年度1,155,000,351円に比較し、56,049,369円の
減となっています。これは主に給与費48,402,337円の減、材料費9,613,037円の減によるもの
です。
　医業外費用は43,646,938円で前年度47,055,217円に比較し、3,408,279円の減となっていま
す。これは主に支払利息及び企業債取扱諸費3,636,806円の減によるものです。

　国道補助金 10,160,000 11,662,520 △ 1,502,520
総収益 1,143,783,637 1,208,185,209 △ 64,401,572

　長期前受金戻入 7,597,858 7,719,770 △ 121,912
　その他医業外収益 3,877,478 2,551,874 1,325,604

　他会計負担金 381,995,000 335,650,000 46,345,000
　患者外給食収益 765,336 752,467 12,869

　受取利息配当金 100 200 △ 100
　他会計補助金 101,905,000 153,000,000 △ 51,095,000

　その他医業収益 65,790,099 83,013,667 △ 17,223,568
医業外収益 506,300,772 511,336,831 △ 5,036,059

　外来収益 184,851,097 197,657,983 △ 12,806,886
　他会計負担金 178,424,000 175,323,000 3,101,000

医業収益 637,482,865 696,848,378 △ 59,365,513
　入院収益 208,417,669 240,853,728 △ 32,436,059

　本年度の総収益は、1,143,783,637円で、前年度1,208,185,209円に比較すると64,401,572
円の減となっています。
　内容は、医業収益が637,482,865円で、前年度696,848,378円に比較し、59,365,513円の減
となっています。主なものは、入院収益が32,436,059円の減、外来収益12,806,886円の減と
なっています。医業外収益506,300,772円は、前年度511,336,831円に比較し、5,036,059円の
減となっています。これは他会計負担金が46,345,000円の増であったものの、他会計補助金
が51,095,000円の減などによるものです。また、平成26年度の会計制度見直しに伴い、補助
金等で取得した資産は長期前受金に整理され、当該減価償却見合分を収益化するための措置
額として7,597,858円を計上しています。

区分
令和５年度（Ａ） 令和４年度（Ｂ） 差引（Ａ）－（Ｂ）

金額 金額 金額

入院 27,734 28,409 △ 675

外来 7,603 7,789 △ 186

(単位：円）

区分
令和５年度
（Ａ）

令和４年度
（Ｂ）

差引
（Ａ）－（Ｂ）

令和
３年度

令和
２年度

令和
元年度

令和
元年度

内科

外科

婦人科

小児科

合計

区分

令和５年度
（Ａ）

令和４年度
（Ｂ）

差引
（Ａ）－（Ｂ）

令和
３年度

令和
２年度

(単位：人）
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費用の内訳 (単位：円・％・消費税抜き）

構成比 構成比 前年比

96.1 96.0 95.1

63.5 64.4 93.7

7.3 7.8 89.7

18.6 17.2 103.0

6.4 5.6 107.6

0.1 0.9 11.4

0.2 0.1 129.7

3.8 4.0 92.8

0.9 1.1 73.0

0.1 0.1 100.0

0.3 0.5 75.0

2.5 2.3 105.8

0.1

0.1

100.0 100.0 95.1

　３　財政状況

むすび

　以上、予算執行、経営状況、財政状況にわたる計数の表示と所見を述べてきましたが、総
括として審査結果意見は次のとおりです。
　令和５年度病院事業は、町民の健康保持に必要な医療を提供するため、内科、外科、婦人
科、小児科、リハビリテーション科の５科目により、その経営に当たっています。
　当年度の業務量は、入院延患者数7,515人（前年度8,478人）、外来延患者数24,312人（前
年度25,375人）で、前年度と比較すると入院は963人の減少、外来は1,063人の減少です。
　これらに従事する職員は、令和６年３月31日現在、92人（内33人は再任用職員・非常勤職
員・会計年度任用職員）で運営しています。
　経営成績は、総収益1,143,783,637円、総費用1,143,274,620円で差引純利益509,017円が計
上されました。
　医業収支では、医業収益は637,482,865円、医業費用が1,098,950,982円、差引461,468,117
円費用が上回っていますが、不足額については一般会計からの補助金と負担金483,900,000円
（前年度488,650,000円）を主なものとする医業外収益により補てんされています。
　また、医業費用は、前年度比95.1％で人件費の減少が主な要因です。
　医業収支は、患者数、入院基本料等の変動がより大きく影響を及ぼすことから、医師、看
護師、病院職員が一丸となって医業収益の確保、更には病院経営の安定に引続き努力される
ことを期待します。
　資本的収支については、収入が100,490,000円で、支出が器械・器具購入、企業債償還金等
の資本的支出額184,341,341円執行され、不足する財源は減債積立金処分額と過年度分損益勘
定留保資金で補てんされています。
　自治体病院を取り巻く医療環境は、医師及び看護師等の医療従事者の確保の問題や住民の
減少に伴う患者数の減少等により厳しい状況にありますが、町民の生命と健康を守り、安
心・安全な日常を支えていくため、病院関係者をはじめ行政や町民が一体となって安心して
受診できる病院づくりに取組み、町民の期待に応えることができるよう、一層の経営努力を
望みます。

特別損失

その他特別損失

676,700

676,700

0

0

676,700

676,700

　貸借対照表に示されている資産、負債、資本の内容は次のとおりです。（記述の数値は消
費税抜きで表示しています。）
＜資産＞
　本年度の資産総額は、1,871,602,837円で、前年度1,866,826,027円に比較し、4,776,810円
増加しました。
　総資産のうち有形固定資産は、土地、建物、構築物、器械・備品、車両、リース資産で
1,553,323,368円、前年度1,560,612,325円と比較して7,288,957円の減少です。無形固定資産
は電話加入権388,032円で、固定資産の合計額は1,553,711,400円となりました。
　流動資産の合計は317,891,437円で、前年度305,825,670円に比較し、12,065,767円の増加
です。内訳については、現金・預金13,666,766円の増加、未収金2,864,995円の減少、貯蔵品
1,263,996円の増加となっています。
＜負債＞
　負債合計573,465,952円は、前年度669,688,159円と比較し、96,222,207円の減少です。
＜資本＞
　資本金は、自己資本金で1,294,320,868円で前年度1,187,701,227円と比較し、106,619,641
円の増加です。
　剰余金は、資本剰余金が3,307,000円で前年度と同額で、利益剰余金が509,017円で前年度
6,129,641円と比較し、5,620,624円減少となり、剰余金合計は3,816,017円となっています。

総費用 1,143,274,620 1,202,055,568 △ 58,780,948

　消費税及び地方消費税 4,101,700 5,472,200 △ 1,370,500

　雑損失 29,031,944 27,432,917 1,599,027

 　支払利息及び企業債取扱諸費 9,846,627 13,483,433 △ 3,636,806

　患者外給食材料費 666,667 666,667 0

　研究研修費 1,957,441 1,509,724 447,717

医業外費用 43,646,938 47,055,217 △ 3,408,279

　減価償却費 72,822,766 67,696,374 5,126,392

　資産減耗費 1,260,900 11,095,742 △ 9,834,842

　材料費 84,164,476 93,777,513 △ 9,613,037

　経費 212,900,415 206,673,677 6,226,738

医業費用 1,098,950,982 1,155,000,351 △ 56,049,369

　給与費 725,844,984 774,247,321 △ 48,402,337

　総費用は、1,143,274,620円で前年度1,202,055,568円に比較すると58,780,948円の減と
なっています。
　内容は、医業費用が1,098,950,982円で前年度1,155,000,351円に比較し、56,049,369円の
減となっています。これは主に給与費48,402,337円の減、材料費9,613,037円の減によるもの
です。
　医業外費用は43,646,938円で前年度47,055,217円に比較し、3,408,279円の減となっていま
す。これは主に支払利息及び企業債取扱諸費3,636,806円の減によるものです。

区分
令和５年度（Ａ） 令和４年度（Ｂ） 差引（Ａ）－（Ｂ）

金額 金額 金額
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　以上、予算執行、経営状況、財政状況にわたる計数の表示と所見を述べてきましたが、総
括として審査結果意見は次のとおりです。
　令和５年度病院事業は、町民の健康保持に必要な医療を提供するため、内科、外科、婦人
科、小児科、リハビリテーション科の５科目により、その経営に当たっています。
　当年度の業務量は、入院延患者数7,515人（前年度8,478人）、外来延患者数24,312人（前
年度25,375人）で、前年度と比較すると入院は963人の減少、外来は1,063人の減少です。
　これらに従事する職員は、令和６年３月31日現在、92人（内33人は再任用職員・非常勤職
員・会計年度任用職員）で運営しています。
　経営成績は、総収益1,143,783,637円、総費用1,143,274,620円で差引純利益509,017円が計
上されました。
　医業収支では、医業収益は637,482,865円、医業費用が1,098,950,982円、差引461,468,117
円費用が上回っていますが、不足額については一般会計からの補助金と負担金483,900,000円
（前年度488,650,000円）を主なものとする医業外収益により補てんされています。
　また、医業費用は、前年度比95.1％で人件費の減少が主な要因です。
　医業収支は、患者数、入院基本料等の変動がより大きく影響を及ぼすことから、医師、看
護師、病院職員が一丸となって医業収益の確保、更には病院経営の安定に引続き努力される
ことを期待します。
　資本的収支については、収入が100,490,000円で、支出が器械・器具購入、企業債償還金等
の資本的支出額184,341,341円執行され、不足する財源は減債積立金処分額と過年度分損益勘
定留保資金で補てんされています。
　自治体病院を取り巻く医療環境は、医師及び看護師等の医療従事者の確保の問題や住民の
減少に伴う患者数の減少等により厳しい状況にありますが、町民の生命と健康を守り、安
心・安全な日常を支えていくため、病院関係者をはじめ行政や町民が一体となって安心して
受診できる病院づくりに取組み、町民の期待に応えることができるよう、一層の経営努力を
望みます。
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資料１

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 対前年比

１　固定資産 1,553,711,400 83.0 1,561,000,357 83.6 △ 7,288,957 99.5

（１）土地 3,976,030 0.2 3,976,030 0.2 0 100.0

（２）建物 1,370,781,199 73.3 1,381,712,019 74.1 △ 10,930,820 99.2

（３）構築物 62,548,474 3.3 64,715,512 3.5 △ 2,167,038 96.7

（４）器械・備品 112,673,814 6.0 92,199,976 4.9 20,473,838 122.2

（５）車両 349,951 0.0 349,951 0.0 0 100.0

（６）リース資産 2,993,900 0.2 4,295,200 0.2 △ 1,301,300 69.7

（７）建設仮勘定 0 0.0 13,363,637 0.7 △ 13,363,637 0.0

（８）電話加入権 388,032 0.0 388,032 0.0 0 100.0

（９）長期貸付金 0 0.0 0 0.0 0 0.0

２　流動資産 317,891,437 17.0 305,825,670 16.4 12,065,767 103.9

（１）現金・預金 246,539,372 13.2 232,872,606 12.5 13,666,766 105.9

（２）未収金 61,368,971 3.3 64,233,966 3.4 △ 2,864,995 95.5

（３）貯蔵品 9,983,094 0.5 8,719,098 0.5 1,263,996 114.5

　資産合計（１＋２） 1,871,602,837 100.0 1,866,826,027 100.0 4,776,810 100.3

３　固定負債 117,563,607 6.3 230,799,089 12.4 △ 113,235,482 50.9

（１）企業債 116,916,217 6.3 228,810,598 12.3 △ 111,894,381 51.1

（２）リース債務 647,390 0.0 1,988,491 0.1 △ 1,341,101 32.6

４　流動負債 303,459,442 16.2 278,848,309 14.9 24,611,133 108.8

（１）企業債 111,894,381 5.9 109,439,706 5.8 2,454,675 102.2

（２）リース債務 1,341,101 0.1 1,321,717 0.1 19,384 101.5

（３）未払金 143,430,528 7.7 121,662,233 6.5 21,768,295 117.9

（４）引当金 39,400,000 2.1 39,188,000 2.1 212,000 100.5

（５）預り金 7,393,432 0.4 7,236,653 0.4 156,779 102.2

５　繰延収益 152,442,903 8.1 160,040,761 8.6 △ 7,597,858 95.3

（１）長期前受金 208,309,450 11.1 208,349,450 11.2 △ 40,000 100.0

（２）長期前受金収益化累計額 55,866,547 3.0 48,308,689 2.6 7,557,858 115.6

負債合計（３＋４＋５） 573,465,952 30.6 669,688,159 35.9 △ 96,222,207 85.6

６　資本金 1,294,320,868 69.2 1,187,701,227 63.6 106,619,641 109.0

７　剰余金 3,816,017 0.2 9,436,641 0.5 △ 5,620,624 40.4

（１）資本剰余金 3,307,000 0.2 3,307,000 0.2 0 100.0

　イ　国庫補助金 3,307,000 0.2 3,307,000 0.2 0 100.0

（２）利益剰余金 509,017 0.0 6,129,641 0.3 △ 5,620,624 8.3

　イ　減債積立金 509,017 0.0 6,129,641 0.3 △ 5,620,624 8.3

　ロ　当年度未処分利益剰余金　 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　資本合計（６＋７） 1,298,136,885 69.4 1,197,137,868 64.1 100,999,017 108.4

負債資本合計 1,871,602,837 100.0 1,866,826,027 100.0 4,776,810 100.3

　　＜注＞消費税は含まれていません。

標茶町病院事業貸借対照表比較
（単位：円・％）

項　　目
令和５年度（Ａ） 令和４年度（Ｂ） 差　引（Ａ）－（Ｂ）



資料２

指　標 指　標

１．経常収支比率（％） 経常収益 1,143,783,637 1,208,185,209

経常費用　 1,143,274,620 1,202,055,568

２．医業収支比率（％） 医業収益 637,482,865 696,848,378

医業費用　 1,098,950,982 1,155,000,351

３．職員給与費対 職員給与費 725,844,984 774,247,321

　　医業収益比率（％） 医業収益　　 637,482,865 696,848,378

４．薬品費対 薬品費　 59,927,100 64,913,058

　　医業収益比率（％） 医業収益　　 637,482,865 696,848,378

５．経費対 経　費　 212,900,415 206,673,677

　　医業収益比率（％） 医業収益　　 637,482,865 696,848,378

６．薬品使用効率（％） 薬品収入 37,337,516 41,861,076 薬品使用額は薬品費より検査試薬

薬品使用額　　   28,246,412 33,558,754 血液を除いた金額

７．企業債元利償還金対 企業債元利償還金 119,240,051 119,128,666

　　医業収益比率（％） 医業収益        637,482,865 696,848,378

８．病床利用率 年延入院患者数 7,515 8,478

　　（一般病床）（％） 年延稼動病床数　 21,960 21,900

９．入院患者１人１日当り 入院収益 　 208,417,669 240,853,728

　　診療収入（円） 年延入院患者数 7,515 8,478

10．外来患者１人１日当り 外来収益　　 184,851,097 197,657,983

　　 診療収入（円） 年延外来患者数 24,312 25,375

11．平均在院日数（日） 年延在院患者数 7,515 8,478

１／２（新入院患者数＋退院患者数） 758 786

12．１日平均入院患者数（人） 入院患者数 7,515 8,478

入院診療日数 366 365

13．１日平均外来患者数（人） 外来患者数 24,312 25,375

外来診療日数 243 243

14．医師１人１日当り 医業収益 637,482,865 696,848,378

　　 医業収益（円） 年延医師数 1,118 1,480

15．医業収益対 他会計繰入金 762,814,000 766,877,000

　　 他会計繰入金比率（％） 医業収益　 637,482,865 696,848,378

　　病院経営管理指標

項　　　　　　　　目 積　　算　　基　　礎
令和５年度数値 令和４年度数値

対前年比

96.2

備　　　　　　考
数　　　　　　値

×１００ ×１００ 100.0 ×１００ 100.5 99.5

×１００ ×１００ 58.0 ×１００ 60.3

101.1

×１００ ×１００ 113.9 ×１００ 111.1 102.5

×１００ ×１００ 9.4 ×１００ 9.3

106.0

×１００ ×１００ 33.4 ×１００ 29.7 112.5

×１００ ×１００ 132.2 ×１００ 124.7

88.4

×１００ ×１００ 18.7 ×１００ 17.1 109.4

×１００ ×１００ 34.2 ×１００ 38.7

27,734 28,409 97.6

7,603 7,789 97.6

19.8 21.6 91.7

20.5 23.2 88.4

108.8

100.0 104.4 95.8

570,199 470,843 121.1

×１００ ×１００ 119.7 ×１００ 110.0


